
当社FY25第3四半期（以下3Q）の決算説明会にご参集いただきありがと
うございます。資料に沿いまして、3Q実績と通期予想の説明をさせていただき
ます。







4ページ目は決算のポイントになります。

FY25 3Q累計の実績は、売上高6,585億円、営業利益274億円になりま
した。YoYで+615億円の増収、+118億円の増益です。増収増益の内数と
て、ステアリング事業による影響が売上高で+577億円、営業利益で+50億
円含まれています。

通期予想は、FY25 3Q実績と足元の事業環境を反映し、上方修正させて
いただくこととしました。売上高で9,000億円、営業利益で370億円です。対
11月予想では、売上高で+150億円、営業利益で+70億円の増収増益に
なります。

なお、期末の配当金につきましては17円／株を予定しており、年間配当金は
34円／株を維持させていただきたいと思います。



3Q実績は対前年で+615億円の増収、+118億円の増益となり、11月公
表の予想に対しては91％の進捗率です。

そのポイントは３つあり、１つは為替、２つ目が体質改善、３つ目がステアリン
グです。それぞれ大体３分の１ずつとなります。また、構造改革を含む収益改
善は、対前年で計画どおりに進捗しております。



対前年の営業利益増減です。

FY24 3Qの営業利益は156億円であり、FY25 3Qが274億円でしたので
+118億円の増益になります。なお、ステアリングの影響を除いては+68億円
の増益です。為替の影響が+16億円、物量／MIXで-11億円、ステアリング
を除く体質面での改善は、インフレ等・費用増に対し、売価改善・コストダウン・
生産性の改善・構造改革効果を積み上げ、ネットで+64億円です。そこまで
がステアリングを除く事業での改善になり、加えて資料の右側にお示ししている
ようにステアリング事業で+50億円となっています。



産業機械事業のご説明をさせていただきます。

ご覧のとおり、3Qまでの売上実績は2,754億円となり、対前年で+43億円で
す。為替影響の-20億円を除くと+63億円、+2.4％の増収であり、緩やかな
がら改善が継続している状況です。利益面では3Q累計で86億円となり、
FY25 1Qを底に改善の傾向ですが、3Qでは4％の営業利益率までしか戻っ
ておらず、我々としてはここの収益性の改善は道半ばと課題認識しています。



8ページは自動車事業になります。

売上高は3,026億円、営業利益は127億円です。対前年で+24億円の増
収、+43億円の増益になっており、売上高は為替を除いて+1.6％です。欧
州地域の販売減に対して、中国での拡販や米州での関税の売価転嫁の増
加分が寄与したと見ています。3Qのみを取り上げますと、棒グラフにありますよう
に1,014億円、営業利益38億円となっています。3Ｑは構造改革費用23億
円が含まれており、体質改善が順調に推移していると評価しています。



9ページは3Q累計の実績をFY23、FY24、FY25という形で、時系列で地域
別に並べたものになります。

スライド資料の左上にあります欧州地域では、産機、自動車販売の減少がま
だ底を打ち切れていない状況です。中国に関しましては、FY23に底を打ってか
ら回復の途上にありますが、今期も景気刺激策や自動車事業での拡販が寄
与して増収になっています。米州は堅調に推移していると見ています。なお、日
本に関しましては産機が横ばい、自動車で微減という状況です。





FY25通期予想についてご説明いたします。

11ページは通期業績予想の事業環境認識です。為替レートは11月公表の
予想に対し円安で推移しています。事業環境は概ね想定どおりですが、レアア
ースや半導体リスク等について先行きは不透明な状況です。また、現在進めて
いる構造改革および米国関税に対する売価転嫁は、計画どおりに進捗してい
ます。

4Qの見通しは、産業機械事業におきましては欧州の低迷が続くと見ています
。自動車生産台数は計画どおりである一方、レアアースの影響や、中国市場
での補助金の打ち切りによる在庫調整があると考えています。4Qの為替レート
は、USドル150円を想定しています。米国関税政策につきましては、ステアリン
グ事業のコスト増を含めて110億円を織り込み、その売価転嫁として約１カ月
分の回収のずれを見ています。お客様との関税の報告およびその価格反映と
いうことでずれが出ているため、10億円の回収ずれのリスクを織り込んでいます
。構造改革につきましては、FY24の-600名に続き、FY25で-400名を計画
しており、計画に対し100％の進捗で見ております。4Qの効果の刈り取りは＋
12億円、一過性費用の計上は-25億円を織り込んでいます。



通期業績予想について、11月に売上高8,850億円、営業利益300億円と
報告させていただきましたが、今回予想を売上高9,000億円、営業利益370
億円と、+150億円の増収、+ 70億円の増益に上方修正しました。なお、
4Qの為替レートの前提は１ドル150円、ユーロは180円、人民元は21円を
想定しています。また、ステアリング事業の売上高に関しては通期で970億円
、営業利益で50億円を見込んでいます。対前年で見ますと、数表内の右端
にありますように、売上高で+1,033億円の増収、営業利益で+85億円の増
益になります。利益の変化点につきましては、次のスライドで補足説明させてい
ただきます。



まず、11月に公表しました営業利益300億円から370億円への+70億円の
修正内容になります。こちらは為替の影響が+60億円、ステアリングで+15億
円、残念ながら足元の事業環境から物量が若干下振れており、その影響が-
15億円あります。なお、体質改善については売価、コストダウン、生産性含め
て+10億円あり、合計で+70億円の修正となりました。

370億円の営業利益について対前年実績で見ますと+85億円の改善になり
、ステアリングを除くと+49億円の改善になります。その内容はチャートにありま
すとおり、為替影響は+15億円ですが、物量が若干下振れた分で打ち消され
ています。体質で見ますと、当初想定しました+62億円から+10億円の改善
ができております。インフレ／賃金上昇は-143億円、費用増減が-45億円、
それに対し体質改善と構造改革でネットし+72億円を達成する見込みです。
なお、一過性費用の段差につきましては、構造改革費用とその他含めて-17
億円になっています。ステアリング事業はFY24とFY25のブリッジで見ますと
+36億円の増加です。以上の内容が、営業利益のＶチャートでのご説明にな
ります。



14ページは事業別となります。

通期予想における産業機械事業の売上高は3,730億円、営業利益で155
億円になります。1Hの実績が売上高1,808億円、営業利益49億円。2Hの
予想が売上高1,922億円、営業利益106億円、5.5％の営業利益率で見
込んでおります。事業環境に関しましては想定線ですが、欧州でのアフターマー
ケットの低調が継続しています。まだ2Hの予想の中に大きく出てきていませんが
、半導体関係の需要に少し動きが出てきたと考えています。拡販と体質改善
を進め、下期に営業利益率5％以上への回復を目指して取り組んでいきたい
と思います。

自動車事業につきましては、通期の売上高が4,000億円、営業利益が165
億円、4.1％になります。1H実績の売上高2,012億円、営業利益89億円
に対し、2Hの予想は売上高1,988億円 、営業利益76億円です。季節要
因によって売上高のピークが3Qに出ますが、2Hは1Hに対して若干ですが減
収となる見込みです。営業利益率は3.8％にはなりますが、構造改革等の収
益体質の改善に取り組み、一過性費用を除いた形で5％以上への収益性の
回復を目指していきます。



最後、15ページになります。

現在５月の開示に向けて中期経営計画を1年前倒しで見直していくことに取
り組んでいます。2036年のありたい姿を目指しながら、次の3年で目指す収益
をどう達成していくのかを示していきたいと考えています。

今中期では、コロナ禍後、市場の成長を前提にした収益改善を見込んでいま
したが、事業環境として成長は鈍化したと言わざるを得ません。新商品拡大等
の成果は一定程度出ており、固定費が増加する中で欧州構造改革等にも着
手しているものの、目標のROE8％を下回る水準が続いています。そのため、
次の中期で８％達成に向けて改めて仕切り直して取り組んでいきたいというこ
とです。その内容のポイントは、今中期と大きく変わるものではありませんが、収
益性のさらなる改善として、ポートフォリオ変革を加速していくことと、欧州の構
造改革のその先も常に生産再編や固定費の改善をきっちり進めていくことです
。それから、資本の部では適正な自己資本のコントロールを次の中期に織り込
んでいきたいと思っています。また、その3年後の先の成長を見越して、電動車
向けの新商品のラインナップの拡大や、産業機械ビジネスにおけるMROと状態
監視を組み合わせた事業の拡大を進めていきます。加えて、新成長領域と我
々が期待しているロボティクスや自動化領域での成長について、M&Aやパート
ナーシップを促進しながら達成していきたいということになります。

以上、ご報告させていただきました。ありがとうございました。
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